スプリアス発射及び不要発射の強度確認届出書　
平成29年3月24日
　関東総合通信局長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  氏名
　無線設備規則の一部を改正する省令（平成17年総務省令第119号）附則第3条第１項の規定の適用を受けている無線設備について、
ア　スプリアス発射及び不要発射の強度を測定した
イ　無線設備の製造業者等においてスプリアス発射及び不要発射の強度を測定したものと同一型式のものである
ので、下記のとおり現在の無線設備規則の基準に合致することを届け出ます。（ア又はイのいずれかに○）
記
（１）対象局
	
	無線局の
種別
	免許番号
	識別信号
	装置番号
	製造者名
	型式又は
名称
	検定番号
	技術基準適合証明番号
	製造番号
	製造年月

	1
	アマチュア局
	関A******
	J*1***
	第6送信機
	マランツ
株式会社
	C-450
	
	
	00F 41****
	不明


	周波数等

	周波数
	電力(Ｗ)
	電波の型式
	占有周波数帯幅

	435MHz
	10
	F3E
	30kHz


一つの無線局で複数の装置や周波数がある場合は、複数行に分けて記載。

（２）使用測定器及び測定者（イの場合にあっては記載不要。）
	
	測定器名
	製造者名
	型式
	製造番号
	較正年月
	較正機関名
	備考
	
	
	測定者
	連絡先
	備考

	　　
	スペクトラム
分析器
	アンリツ
株式会社
	MS2691A
	62********
	H29年2月
	TELEC
	
	
	
	氏名
	電話番号
	


次のページに続く
（３）測定結果（イの場合にあっては記載不要。）
	※
	
	
	帯域外領域における
スプリアス発射の強度
	スプリアス領域における
不要発射の強度
	測定日
	備考

	
	周波数
	電波の型式
	測定周波数
	測定値(mW)
	減衰比(dB)
	測定周波数
	減衰比(dB)
	
	

	1
	435.00M
	F3E
	434.9841M
	0.0017
	65
	2520M
	62
	H29.3.5
	

	
	技術基準
	1mW以下であり、かつ、基本周波数の平均電力より60dB低い値
	基本周波数の搬送波電力より60dB低い値
	
	



アマチュア向け書式の参考例です。


測定内容などは架空のものです。
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